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つ
ぶ
て

私
の
趣
味
は
釣
り
で
す
。

渓
流
釣
り
や
海
釣
り
な
ど
も

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近

は
主
に
へ
ら
鮒
釣
り
で
す
。

▼
１
９
６
０
年
代
後
半
、
当

時
勤
め
て
い
た
リ
ー
ガ
ル
社

に
野
球
部
や
釣
り
部
な
ど
し

か
な
く
、
ま
た
ギ
ャ
ン
ブ
ル

は
今
以
上
に
周
り
の
見
る
目

が
厳
し
か
っ
た
の
で
、
半
ば

無
理
や
り
釣
り
部
に
入
ら
れ

ま
し
た
。
へ
ら
鮒
釣
り
は
こ

の
頃
か
ら
の
趣
味
で
、
入
都

後
も
自
分
の
大
切
な
趣
味
と

し
て
続
け
て
き
ま
し
た
。
▼

先
日
、
例
年
参
加
し
て
い
る

「
第
二
地
連
へ
ら
鮒
釣
り
大

会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
早
朝

２
時
起
床
で
、
お
ま
け
に
生

憎
の
雨
で
し
た
。
釣
果
は
芳

し
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

趣
味
を
同
じ
く
す
る
仲
間
と

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
共
有
で

き
た
の
は
有
意
義
で
し
た
。

▼
へ
ら
鮒
釣
り
は
地
味
で
す

が
奥
が
深
い
遊
び
な
の
で
、

皆
さ
ん
も
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
道
具
も
あ
る
の
で
、
声

を
お
か
け
く
だ
さ
い
。
一
緒

に
や
り
ま
し
ょ
う
。
【
Ｓ
】

「
２
０
０
８
年
度
昇
任
選

考
」
の
今
後
の
課
題

①
２
０
１
１
年
度
の
格
付
制

度
の
終
了
ま
で
に
給
料
表
２

級
か
ら
の
主
任
選
考
応
募
者

を
積
極
的
に
働
き
か
け
る
取

り
組
み
。

②
資
格
者
全
員
が
受
験
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
取
り
組

み
。

③
毎
年
、
安
定
的
な
人
数
の

昇
任
選
考
を
さ
せ
、
３
人
に

１
人
、
２
人
に
１
人
の
設
置

基
準
を
目
指
す
取
り
組
み
。

④
今
後
、
退
職
に
よ
る
技
能

長
欠
員
を
安
定
的
に
補
充
・

確
保
で
き
る
制
度
を
求
め
る

取
り
組
み
。

「
２
０
０
８
年
度
格
付
選

考
」
の
今
後
の
課
題

２
０
０
８
年
度
の
格
付
選

考
か
ら
支
部
で
課
題
で
あ
っ

提
供
を
踏
ま
え
た
上
で
の
組

合
推
薦
名
簿
通
り
の
完
全
実

施
な
ど
行
な
わ
せ
て
き
た
経

緯
か
ら
反
省
す
べ
き
点
で
あ

り
、
結
果
と
し
て

07
年
度
、
08
年
度
と
２
年

連
続
Ａ
・
Ｂ
区
分
昇
給
が
複

数
と
い
う
結
果
を
招
い
て
し

ま
っ
た
。

新
た
な
人
事
考
課
制
度
の

評
定
が
制
度
上
、
「
昇
任
選

考
・
級
格
付
選
考
・
昇
給
査

定
」
と
評
価
が
一
本
化
と
な

り
、
重
視
し
た
取
り
組
み
に

偏
り
が
出
て
し
ま
っ
た
結

果
、
満
足
な
取
り
組
み
が
で

き
な
か
っ
た
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て

昇
任
選
考
・
級
格
付
選
考
同

様
、
き
め
細
か
な
対
応
と
、

07
年
度
賃
金
確
定
闘
争
に
よ

る
「
昇
給
し
て
も
保
障
額
に

届
か
な
い
な
ど
」
の
実
態
を

踏
ま
え
た
上
で
２
０
０
９
年

度
以
降
の
取
り
組
み
で
は
、

各
組
合
員
の
年
齢
、
給
料
級

号
級
、
退
職
時
ま
で
賃
金
の

推
移
な
ど
を
十
分
把
握
し
組

合
員
間
の
公
平
性
・
平
等
性

を
確
保
し
て
昇
給
さ
せ
る
目

的
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

り
、
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る

こ
と
が
重
要
課
題
で
あ
る
。

〈
２
面
に
続
く
〉

た
３
級
格
付
資
格
基
準
に
主

任
歴
が
必
要
と
な
る
。

２
０
１
１
年
度
の
格
付
制

度
終
了
ま
で
の
残
さ
れ
た
期

間
で
、
07
賃
金
確
定
闘
争
の

結
果
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み

と
し
て
「
格
付
け
を
し
て
も

処
遇
改
善
に
結
び
つ
か
な
い

組
合
員
」
「
各
組
合
員
の
年

齢
、
給
料
級
号
給
」
の
十
分

な
把
握
な
ど
を
し
た
上
で
の

新
た
な
優
先
的
な
格
付
け
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
支

部
討
議
が
必
要
で
あ
る
。

「
２
０
０
８
年
度
昇
給
査
定

の
経
過
と
今
後
の
課
題
」

新
た
な
人
事
考
課
制
度
に

よ
る
昇
給
査
定
は
支
部
と
し

て
完
全
な
取
り
組
み
を
行
な

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

東
京
都
時
代
か
ら
の
特
別

昇
給
の
取
り
組
み
で
は
組
合

員
間
の
公
平
か
つ
平
等
を
重

視
し
、
当
局
へ
対
し
て
「
申

し
入
れ
」
を
行
い
、
事
前
の

名
簿
も
付
け
合
わ
せ
、
情
報

取組の更なる強化を
昇任選考・級格付選考・昇給査定

◎
原
水
禁
広
島
大
会

８
月
４
日
（
月
）
～
６
日
（
水
）

広
島

◎
第
20
回
全
労
協
定
期
大
会

８
月
24
日
（
日
）
～
日
25
（
月
）

箱
根

◎
自
治
労
中
央
本
部
定
期
大
会

８
月
26
日
（
火
）
～
日
29
（
金
）

千
葉

◎
第
77
回
東
京
清
掃
本
部
定
期
大
会

９
月
28
日
（
日
）

全
電
通
会
館
ホ
ー
ル

当面の予定

2008年度今後の課題 書記長・工藤秀博
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〈
１
面
か
ら
続
く
〉

２
０
０
８
年
度
の
昇
任
選

考
・
級
格
付
選
考
は
身
分
切

り
替
え
後
、
２
回
目
の
選
考

と
な
っ
た
。

２
０
０
７
年
度
の
昇
任
選
考

・
級
格
付
選
考
は
東
京
都
時

代
か
ら
の
経
緯
を
反
映
し
た

取
組
み
が
で
き
ず
に
課
題
を

残
し
た
中
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。

東
京
都
の
制
度
（
資
格
）

か
ら
新
た
な
制
度
に
変
わ

り
、
Ａ
主
任
が
な
く
な
っ
た

主
任
選
考
と
な
り
、
主
任
選

考
の
資
格
基
準
に
経
過
措
置

が
と
ら
れ
る
な
か
、
支
部
と

し
て
は
「
処
遇
改
善
の
位
置

付
け
」
と
し
、
「
全
組
合
員

が
３
級
で
退
職
で
き
る
よ
う

に
」
を
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

と
変
わ
ら
な
い
方
針
と
し

た
。主

任
の
設
置
基
準
に
つ
い

て
は
特
区
連
統
一
交
渉
で
は

10
％
枠
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
最
低
４
人
に
１
人
の
配

置
を
基
本
と
、
現
在
の
主
任

が
今
後
退
職
す
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
今
後
を
見
据
え
た
配

置
基
準
を
行
わ
せ
る
方
針
と

し
た
。

ま
た
、
昇
任
選
考
に
連
動

し
て
い
る
級
格
付
選
考
も
資

格
基
準
に
経
過
措
置
が
あ

り
、
ま
た
、
07
賃
金
確
定
闘

争
の
結
果
に
よ
り
、
支
部
方

針
に
混
乱
を
極
め
、
「
実
質

的
な
処
遇
改
善
」
か
「
支
部

事
情
を
踏
ま
え
た
取
組
み
」

の
ど
ち
ら
か
難
し
い
判
断
と

な
っ
た
。

「
２
０
０
７
年
度
昇
任
選

考
」
の
経
過

２
０
０
７
年
度
は
文
京
支

部
に
お
い
て
収
集
８
名
、
事

業
所
整
備
１
名
で
９
名
の
主

任
が
退
職
者
と
な
る
こ
と
か

ら
、
最
低
８
名
の
補
充
を
さ

せ
る
と
と
も
に
２
０
０
９
年

度
10
月
か
ら
の
サ
ー
マ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
本
格
実
施
に
む
け

た
準
備
を
踏
ま
え
、
都
歴
、

区
歴
の
長
い
比
較
的
高
齢
の

組
合
員
の
豊
富
な
経
験
と
知

識
を
活
用
し
た
選
考
を
強
く

求
め
た
。

当
局
か
ら
提
案
さ
れ
た

「
主
任
職
昇
任
選
考
実
施
要

綱
」
の
①
筆
記
試
験
実
施
②

面
接
試
験
、
休
日
実
施
③
合

格
枠
10
％
に
対
し
断
固
反
対

し
、
連
携
を
と
れ
る
内
容
に

つ
い
て
は
区
職
労
と
も
連
携

し
、
①
筆
記
試
験
に
つ
い
て

は
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

ま
た
、
清
掃
職
場
に
お
け

る
選
考
枠
、
選
考
基
準
に
つ

い
て
は
昨
年
度
か
ら
の
課
題

と
し
て
き
た
、
き
め
細
か
な

折
衝
を
職
員
課
、
リ
サ
イ
ク

ル
清
掃
課
、
所
属
長
な
ど
に

行
な
い
、
「
清
掃
職
場
の
歴

史
と
理
解
」
「
サ
ー
マ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
本
格
実
施
に
向
け

た
」
主
任
の
選
考
と
必
要
人

数
な
ど
、
何
度
も
足
を
運
び

理
解
を
求
め
た
。

結
果
と
し
て
合
格
者
数
は

収
集
で
７
名
、
事
業
所
で
１

名
と
合
格
枠
10
％
を
15
％
に

さ
せ
、
配
置
状
況
は
概
ね
４

人
に
１
人
の
主
任
配
置
と
な

っ
た
。

文
京
区
の
選
考
傾
向
と
し

て
「
若
年
層
」
か
ら
の
選
考

が
あ
り
、
清
掃
に
お
い
て
も

比
較
的
若
い
組
合
員
の
選
考

が
１
名
あ
っ
た
が
概
ね
満
足

す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

「
２
０
０
７
年
度
級
格
付
選

考
」
の
経
過

級
格
付
選
考
は
制
度
変
わ

り
に
よ
る
経
過
措
置
に
よ

り
、
昨
年
度
、
主
任
以
外
の

組
合
員
の
３
級
昇
格
者
が
数

名
出
て
し
ま
い
支
部
内
に
混

乱
が
お
き
た
。

東
京
都
時
代
か
ら
支
部
と

し
て
は
主
任
資
格
が
で
た
全

組
合
員
に
対
し
受
験
す
る
よ

う
薦
め
、
個
別
に
説
得
も
し

て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
望

ま
な
い
組
合
員
に
は
尊
重
し

て
き
た
。

一
方
で
、
「
主
任
職
」
の

道
を
選
ん
だ
組
合
員
は
他
な

ら
ず
、
３
級
で
退
職
を
す
る

た
め
で
あ
る
。
こ
の
間
主
任

職
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る

清
掃
事
業
へ
の
対
応
に
決
し

て
楽
で
は
な
い
、
む
し
ろ
過

酷
な
選
択
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
支
部
と
し
て
は
、
何
度
も

支
部
討
議
を
重
ね
、
支
部
と

し
て
は
３
級
昇
格
者
へ
の
方

針
は
「
主
任
職
を
持
つ
組
合

員
を
最
優
先
と
す
る
判
断
」

を
し
、
全
組
合
員
へ
の
説

明
、
経
過
措
置
に
よ
る
資
格

を
持
っ
た
主
任
職
以
外
の
組

合
員
に
は
個
別
に
説
明
・
理

解
を
求
め
た
。

当
局
と
の
交
渉
に
つ
い
て

は
、
昇
任
選
考
同
様
、
き
め

細
か
な
折
衝
を
職
員
課
、
リ

サ
イ
ク
ル
清
掃
課
、
所
属
長

な
ど
に
行
な
い
理
解
を
求
め

た
。３

級
昇
格
率
は
資
格
者
14

名
に
対
し
、
35
％
以
内
の
格

付
率
だ
と
４
・
９
名
と
な
り

実
質
４
名
と
な
る
と
こ
ろ
を

切
り
上
げ
の
５
名
を
強
く
求

め
、
結
果
５
名
の
３
級
格
付

け
者
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
た
。

ま
た
、
５
名
全
員
が
主
任

職
を
持
つ
、
年
齢
、
都
歴
・

区
歴
、
主
任
歴
と
公
平
か
つ

民
主
的
な
結
果
と
な
っ
た
。

６
月
７
日
～
９
日
に
か

け
て
、
箱
根
路
「
開
雲
」

に
て
行
わ
れ
た
、
第
33
回

組
織
集
会
に
有
田
中
央
執

行
委
員
、
緒
方
組
織
部
長

と
と
も
に
参
加
を
し
て
き

ま
し
た
。
今
ま
で
青
年
部

関
係
の
宿
泊
動
員
は
た
び

た
び
参
加
し
て
き
て
い
ま

し
た
が
、
本
部
や
各
支
部

の
委
員
長
、
書
記
長
が
参

加
者
の
ほ
と
ん
ど
を
し
め

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
多

少
の
緊
張
と
心
配
も
あ
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
行
っ

て
み
れ
ば
、
地
連
常
任
委

員
会
や
青
年
部
活
動
の
中

で
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
が

あ
る
人
も
多
数
い
て
、
思

っ
た
よ
り
も
楽
な
気
分
で

参
加
が
で
き
ま
し
た
。

内
容
は
ト
ー
タ
ル
約
８

時
間
以
上
に
わ
た
る
地
連

別
分
散
会
が
メ
イ
ン
と
な

り
、
07
賃
金
確
定
闘
争
に

つ
い
て
の
議
論
や
各
支
部

か
ら
の
「
20
年
度
作
業
計

画
」
「
07
年
度
昇
任
選
考

・
級
格
付
選
考
」
の
総
括

の
報
告
と
議
論
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
は
新
規
採
用
の
獲
得

が
大
変
難
し
く
、
ど
こ
の

区
に
お
い
て
も
大
変
厳
し

い
状
況
が
あ
り
、
組
合
離

れ
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ

ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
私
た

ち
の
要
求
実
現
、
定
年
ま

で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

作
り
に
向
け
て
、
よ
り
一

層
の
団
結
が
必
要
に
な
る

の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

【
松
澤
貴
弘
】

一
層
の
団
結
が
必
要

東
京
清
掃
２
泊
３
日
組
織
集
会
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２
０
０
０
年
４
月
、
清
掃

事
業
が
23
区
に
移
管
さ
れ
ま

し
た
。
移
管
さ
れ
た
事
に
よ

り
、
本
部
の
組
織
整
備
方
針

に
基
づ
き
、
４
区
５
支
部
で

構
成
す
る
第
二
地
連
が
新
た

に
発
足
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
間
、
地
連
と

し
て
新
た
に
現
業
部
を
立
ち

上
げ
、
各
支
部
で
の
作
業
計

画
の
状
況
等
の
意
見
交
換
を

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
連
の
強
化
を
行

う
た
め
に
、
毎
年
一
泊
学
習

会
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
各

支
部
で
の
意
見
交
換
・
基
調

提
起
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
等
で

各
支
部
で
の
職
場
実
態
等
、

本
音
の
議
論
を
し
て
ま
す
。

更
に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
・
釣
り
大
会
、
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
等
を
開
催
し
、
よ
り

一
層
の
交
流
を
行
い
な
が

ら
、
仲
間
作
り
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て

学
習
会
等
を
開
催
し
な
が
ら

情
勢
の
正
し
い
認
識
を
し

て
、
闘
う
体
制
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

最
後
に
、
第
二
地
連
と
し

て
、
今
ま
で
以
上
に
、
学
習

と
交
流
を
行
い
、
横
の
繋
が

り
を
し
、
職
場
か
ら
の
運
動

を
強
化
し
ま
す
。
そ
し
て
、

本
部
に
結
集
し
て
「
生
命
と

権
利
、
生
活
」
を
守
る
為

に
、
闘
っ
て
い
き
ま
す
。
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

第
二
地
連
議
長
・
鈴
木
康
司

こ
の
た
び
、
文
京
支
部
が
所
属
す
る
第
二
地
連
の
機
関
紙

『
第
二
地
連
新
聞
（
暫
定
仮
称
）
』
が
創
刊
さ
れ
た
の
で
、

『
第
二
地
連
通
信
』
と
し
て
、
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
『
第
二
地
連
新
聞
（
暫
定
仮
称
）
』
基
調
記
事
執
筆
の

第
二
地
連
議
長
・
鈴
木
康
司
（
台
東
支
部
）
さ
ん
は
、
文
京

支
部
の
再
任
用
職
員
・
青
木
敏
雄
さ
ん
の
ご
親
戚
で
す

各職場の報告を熱心に聞く第二地連各支部の参加者

第
二
地
連
各
支
部
協
力
の

下
、
『
第
二
地
連
新
聞
（
暫

定
仮
称
）
』
創
刊
号
の
発
行

で
あ
る
。
わ
ず
か
１
ペ
ー
ジ

と
い
う
さ
さ
や
か
な
第
一
歩

で
は
あ
る
が
、
し
か
し
確
か

な
一
歩
と
し
て
、
今
後
の
偉

大
な
歩
み
へ
と
続
き
、
第
二

地
連
各
支
部
を
繋
ぐ
一
つ
の

場
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

こ
の
コ
ラ
ム
欄
も
、
様
々

な
方
々
に
よ
っ
て
充
実
し
て

い
く
こ
と
を
願
う
。
【
Ｔ
】

生
命
と
権
利
、
生
活
守
る

「
第
二
地
連
」
横
の
つ
な
が
り
強
め

今
回
、
私
は
常
任
と

し
て
、
初
め
て
第
二
地
連

一
泊
学
習
会
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
初
日
、
普
段

あ
ま
り
接
す
る
こ
と
の
少

な
い
他
支
部
の
方
々
と
の

交
流
会
は
、
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
二
日
目
の

学
習
会
で
は
、
サ
ー
マ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
実
施
に
伴
っ

て
各
区
の
現
状
が
良
く
分

か
り
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
次
回
、
こ
の
よ

う
な
集
ま
り
が
あ
れ
ば
参

加
し
、
今
後
の
活
動
に
生

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
浦
井
英
昭
】

７
月
５
・
６
日
の
学
習

会
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。各

支
部
の
「
20
年
度
」

総
括
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
退
職
者

不
補
充
、
定
数
削
減
に
よ

る
委
託
、
職
員
の
欠
員
分

は
、
派
遣
や
臨
時
職
員
で

の
対
応
、
ま
た
サ
ー
マ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
で
の
、
ご
み

減
に
よ
る
減
員
・
減
車
は

明
ら
か
で
す
。
当
局
の
合

理
化
攻
撃
と
闘
っ
て
い
く

た
め
、
地
連
、
支
部
が
団

結
し
て
い
く
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
【
中
村
廣
志
】

北
工
場
総
人
員
35
名
の

半
数
が
区
の
職
員
で
、
定

数
が
下
が
れ
ば
東
京
23
区

清
掃
一
部
事
務
組
合
職
員

が
異
動
対
象
と
な
る
。
同

じ
職
場
で
働
き
続
け
る
こ

と
が
困
難
で
、
技
術
技
能

継
承
が
さ
れ
な
い
な
ど
、

問
題
を
抱
え
て
い
る
。

収
集
職
場
も
委
託
化
が

進
み
、
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
実
施
に
よ
る
仕
事
増

・
人
員
削
減
か
ら
、
働
く

こ
と
が
困
難
な
状
況
が
報

告
さ
れ
た
。
賃
金
に
つ
い

て
も
削
減
さ
れ
、
能
力
の

無
い
者
は
昇
給
す
ら
な
い

格
差
社
会
に
立
た
さ
れ
て

い
る
。

学
習
会
に
参
加
し
交
流

す
る
こ
と
で
現
実
の
厳
し

さ
を
知
り
、
何
と
か
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

労
働
組
合
の
強
化
以
外

に
な
い
。
【
小
泉
勝
久
】
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文京支部最高の３位入賞を果たした小林名人

６
月
22
日
（
日
曜
日
）
、

第
二
地
連
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
大

会
に
、
わ
が
文
京
支
部
は
、

高
橋
・
斉
藤
・
小
林
・
大
林

の
４
名
が
参
加
し
て
来
ま
し

た
。
雨
の
降
る
中
、
朝
４
時

30
分
に
茨
城
県
の
管
理
釣
り

場
「
兎
谷
津(

う
さ
ぎ
や
つ)

池
」
に
集
合
し
、
文
京
支
部

の
初
優
勝
を
夢
見
て
い
ざ
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
６
月

と
い
う
季
節
に
も
か
か
わ
ら

ず
冷
た
い
雨
の
せ
い
か
？

は
た
ま
た
日
曜
日
で
、
ヘ
ラ

ブ
ナ
も
お
休
み
な
の
か
？

餌
の
食
い
が
悪
く
、
午
前
中

は
、
魚
の
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
が
多
い
中
、
私

も
そ
の
中
の
一
人
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
文
京
の
エ
ー
ス

小
林
名
人
３
位
入
賞

他
の
三
人
は
散
々
な
成
績

第 二 地 連

へら鮒釣大会

小
林
名
人
は
、
順
調
に
釣
果

を
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

午
後
に
な
る
と
、
雨
も
ポ

ツ
ポ
ツ
と
な
り
、
あ
ち
こ
ち

で
釣
れ
始
め
ま
し
た
が
、
私

の
釣
果
も
少
し
は
上
が
っ
た

も
の
の
終
了
時
間
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
小
林
名
人

は
、
３
位
と
い
う
好
成
績
で

し
た
が
、
残
り
の
３
人
は
、

と
う
と
う
…
な
、
成
績
で
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
散
々
な

ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
大
会
で
終
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
来

年
も
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
大
会
が

あ
れ
ば
、
も
う
少
し
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
大
林

茂
】

真剣な眼差しで浮きを見つめる文京チーム

３
位
入
賞
の
小
林
さ
ん
か
ら
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
以
下
に

ご
紹
介
し
ま
す
。
（
編
）

こ
れ
ほ
ど
釣
果
が
悪
か
っ
た
大
会

は
、
今
回
が
初
め
て
で
し
た
が
、
恥
ず

か
し
な
が
ら
３
位
入
賞
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

来
年
以
降
は
、
参
加
す
る
こ
と
に
意

義
あ
り
の
精
神
で
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
参
加
者
が
減
少
傾
向
な
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
緒
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。
手
取
り
足
取
り
お
教

え
い
た
し
ま
す
。

【
小
林
利
光
】

初
の
３
位
入
賞

小
林
さ
ん
か
ら

氏名 釣果 順位 支部

宇田秀雄 11.0㎏ 優勝 荒川

柴井兼明 6.4㎏ 準優勝 台東

小林利光 3.0㎏ 3位 文京

金子義男 2.9㎏ 4位 台東

吉岡 弘 2.9㎏ 5位 台東

大林 茂 2.8㎏ 6位 文京

芳賀幸雄 2.1㎏ 7位 台東

近藤 勇 2.0㎏ 8位 荒川

山崎政男 1.7㎏ 9位 北

斉藤 実 1.6㎏ 10位 文京

山田和男 1.4㎏ 11位 台東

中村勝利 1.2kg 12位 台東

高橋 明 1.2㎏ 13位 文京

石綿隆次 1.0㎏ 14位 荒川

平石 大 1.0㎏ 15位 荒川

昼間一男 1.0㎏ 16位 荒川

泉田和明 0.9㎏ 17位 北

岡崎秀夫 0.8㎏ 18位 荒川

橘 均 0.6㎏ 19位 台東

鈴木義明 0.3㎏ 20位 台東

岩井博行 0.0㎏ 21位 台東

鈴木康司 0.0㎏ 22位 台東

大橋英美 0.0㎏ 23位 台東

高橋 悟 0.0㎏ 24位 北

佐藤公一 0.0㎏ 25位 台東

第8回第二地連へら鮒釣大会成績表(参加25名)


